「ＩＣＴ活用授業」のちょっとしたコツ

(1) 機材はキャスター付きのカートに載せる
プロジェクタや実物投影機などは、キャスターのついたカートに載せておくととても便利。授業中に使いたいと思ったとき、すぐにカートを動かして電源コードをつなげば準備が整う。また、プロジェクタとスクリーンの距離を会わせる際にも、キャスター付きだと微調整が簡単にできる。そのためにも、「プロジェクタ＋実物投影機」は教室に常時置いておきたいところだが…。

(2) 職員室に情報機器コーナーを設置する
プロジェクタや実物投影機は、確かに高価なものであるが、鍵のついた教材室等に後生大事にしまっておいたのでは、出すのが面倒でなかなか活用には結びつかない。そこで、職員室などに「情報機器コーナー」を設け、そこへ行けばプロジェクタ・実物投影機・デジカメなどの必要なものがすべて揃うように整理しておく。また、機器同士の接続に必要なコード類も「プロジェクタと実物投影機用」「プロジェクタとデジカメ用」というように種類を分けておけば、苦手な方にもわかりやすい。

(3) 無理なく広がるＩＣＴ活用研修成功のコツ
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